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て不十分であり（Anderson & Stauffer, 1990; Ball, 
2013; Godfrey, 2010; Monikowski & Peterson, 2005; 
Monikowski, 1995; Quinto-Pozos, 2005; Roy, 2000; 
Shaw et al., 2004; Gometz et al, 2007; Stone, 2017；
霍間，2013；繁益，2018など），通訳訓練にあてる
時間の多くを，手話言語習得の指導に費やさなけれ















































的言語学習能力（inductive language learning abil-












































































































tempo＆Napier, 2009; Monikowski & Peterson, 2005; 




















（Baker-Shenk & Cokely, 2002; Gomez et al., 2007）。
手話単語は，手型・位置・運動・方向の 4つの音韻












　Martinez & Singleton（2018） は，103名 の ASL
未学習成人を対象として，M1L2の学習初期にみら








STM」（visuospatial STM）（Corsi Block Test, Visual 















くからである（Williams et al., 2016b；Newman-Nor-






























































WASI（Wechsler Abbreviated Scale of Intelligence; 
Wechsler, 1999）の数唱と行列推理，Vernon Walden
英語読書検査（Kirklee改訂版），疑似サイン反復再
生課題（Orfanidou et al., 2009），パターン認識（Salt-
house & Babcock, 1991）を行い，BSL文法性判断
テスト（Cormier et al, 2012）及び学期末試験との
相関を分析している。この他にもテストが実施され
ているが，バラット衝動性尺度（BIS, Patton et al., 
1995）は L2の言語学習に影響する情意的要因，定
速聴覚的加算テスト（PASAT; Gronwall, 1977）と
トレイルメイキングテスト（TMT; Salthouse et al., 
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注
1）　手話通訳養成プログラムと銘打っていても，手話言語学
習がプログラムに組み込まれていることも多い。例えば，
Stone（2017）が研究対象としたWolverhampton大学の
Interpreting（British Sign Language/English）コースでは，
1年目に中級 BSLと翻訳，2年目に上級 BSLと逐次通訳，
3年目に同時通訳の授業が行われている（https://www.
wlv.ac.uk/courses/ba-hons-interpreting-british-sign-langua-
geenglish/）。
　　また，厚生労働省の「手話奉仕員及び手話通訳者養成カ
リキュラム」は，80時間の手話奉仕員養成カリキュラム
と 90時間の手話通訳者養成カリキュラムで構成されてい
るが，手話奉仕員養成カリキュラムでは通訳訓練がなく，
日常会話レベルの手話習得が学習到達目標となっている。
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